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はじめに 

１）このタイトルのどこに興味を引かれたか。 
２）タイトルには２つのキーワードがある。一つは、「人材採用」というこ
とばである。人事採用ではない。人材発掘という意味合いが強い。人
事採用は、次頁の「氷山の一角」の写真が示すように、表面的な側面
が強い。「人事採用」では可視化できる部分でしか評価することができ
ないので、どうしても有名大学やブランド名に目が行きがちである。 
３）次頁の「氷山の一角」の写真が示すように、海面下には、計り知れ
ない氷山の塊りが隠されている。有名なタイタニック号もこれに激突し
て沈没したと言われる。 
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人事採用か人材発掘か 

人材発掘 

人事採用 
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ハーバード大学の人材発掘 

１）アメリカのハーバード大学は、学生をリクルートする点で、どの大学
よりも卓越していると言われる。それは、原点から育てることに自信が
あるからである。 
２）アメリカの大学はすべてAO入試である。ハーバード大学は１年間
かけて優秀な学生を世界中からリクルートする。決して、成績優秀な
学生だけとは限らない。なぜなら、ハーバード色が出せないからであ
る。リベラルアーツ教育には多様性が不可欠である。 
３）成績優秀な高校生が「成績が良すぎる」という驚きの理由で、ハー
バード大学を不合格になったドキュメント番組が以前にNHKで放映さ
れたことがある。 
４）いい人材を発掘するには、手間暇がかかる。 
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IQ（能力）だけでは成功しない！！ 

１）昨年、アンジェラ・ダックワース『Grit やり抜く力』（ダイヤモンド社、２
０１６年）の日本語版が刊行された。 
２）２０万部突破の売れ行きである。このデータの裏を返せば、「やり抜
く力」の人材に乏しい表われである。すでに多くの企業の人事担当者
に衝撃を与えたと思われる。 
３）IQ （能力）では成功しないことが裏づけられた。次頁の写真は、著
書の表紙である。 
４）興味あるデータではあるが、日本とアメリカでは「社会背景」が違う。
アメリカが「敗者復活戦」が許される社会であるのに対して、日本では
「新卒」がいつまでも就活の主流となっている。 
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ICEルーブリック 

１）二つ目のキーワードは、「ICEルーブリック」という、まったく新しい手
法で学生の資質を測定するものである。 
２）参加者の多くは、ルーブリックということばを耳にしたことがあると
思われるが、これは２０１２年8月の中央教育審議会の答申で「ルーブ
リック」が盛り込まれたことから、大学はもとより、高校でも関心が持た
れるようになった。 
３）ルーブリックとICEルーブリックの違いは、前者が生徒・学生の能力
の数量的な測定に適しているのに対して、後者は生徒・学生の能力
の質的な測定に役立つ。最近、医療系（とくに、看護系）で注目されて
いる。 
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クールなICEルーブリック 

１）試験や点数に左右される日本社会では、ルーブリックは効果的な
ツールとして注目される。しかし、この評価方法には限界がある。 
２）誰しも、点数だけで正確な評価ができないことを知っている。 
３）たとえば、次頁の算数の小テストは同じ成績を取り、間違えたとこ
ろも同じであるが、両者には違いがある。ジルは、７と６を足すと１２に
なるという考え（I)レベルでの間違いを繰り返し、一方、ジャックは足し
算する時に位を移していない、繰越というつながり（C)がまだできてい
ない。 
４）このように、ICEルーブリックは、資質を測定できるもので、ICE（氷）
のように、「クール」なルーブリックと言うことができる。 
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数量的な測定方法 ルーブリック 

１）中央教育審議会答申でルーブリックが盛り込まれたことで、
ルーブリックを活用する大学が増えている。 
２）ルーブリックで学生の能力を十分に測定できるか。たしか
に、表面的で数量的な評価は可能であるが、資質まで評価
できない。なぜなら、評価基準が数量的であるからである。 
３）次頁に、数量的評価としてのルーブリックを紹介するが、
「ほとんど」「いくつかの」などの「曖昧な」表現が用いられる。 
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質的な測定方法 ICEルーブリック 

１）そこで、注目されるのが、「ICEモデル」と言われる資質を測
定する、新しい動きである。これは、カナダのクイーンズ大学
のスー・ヤング博士らが開発し、2013年5月に「主体的学び研
究所」で紹介した、次頁の著書によるものである。 
２）ICEモデルがどのようなものであるかを、イメージ図を使っ
て説明する。 
３）ICEモデルを測定に使ったツールのことを「ICEルーブリッ
ク」と呼び、これはICEの３つの領域で測定する手法である。
詳細は、後述の図表を参照。 
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Ideas 
考え 

Connections 
つながり 

Extensions 
応用 

（Ｉ）基礎、事実、個々のス 

   キルなど、一つひとつ 
   のアイデアの理解 

（Ｅ）知っていることから今までにない状況 
   を推定する／結果を予測したり、仮定 
   する／学んだことの意味合いを理解す 
   る／仮説を立てる／新しい課題に対応 
   する 

（Ｃ）自分の知っていることと新 
    しいアイデアを関連づける 
         ／２つ以上あるいは別々の 
         アイデアをつなげて理解す 
         ることができる 

ＩＣＥモデル 



出典 ICE(Wilson, 1999; Fostaty Young & Wilson, 2000) 

Extensions 

Connections 

Ideas 
定義する 引用する 列挙する 分類する 
模倣する 特定する 暗唱する 計算する 
報告する 反復する 模写する 

適用する 適合する 比較する  
変換する 区別する 関係づける 
分化する 統合する 解釈する  
体系づける 格付ける 分析する 予期する 批評する 防御する 

新しい状況を推定する 仮定する 推論する 

   ＩＣＥ動詞 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Notice that the verbs associated with Connections and Extensions relate directly to the description of Critical Thinking – evaluate, interpret, critique, rationalize



創造 

評価 

分析 

応用 

理解 

記憶 

ブルームの分類法（改訂版） 

ICEモデルへ変化 

ブルームからICEモデルへ 



 

継
続
的
な
学
習
活
動 

I 

E 

C 

ICEを活用したスパイラルな学び 
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ICEルーブリックの実践 
 
１）ICEルーブリックは、それぞれ、Iの領域（知識・情報の能力）、Cの領
域（関連づけられる能力）、Eの領域（応用、創造の能力）ごとに分けて
評価する。評価という表現よりも、アセスメントということばが適切であ
る。 
２）次に、ICEルーブリックがどのようなものかを具体的に見てみよう。
これは、クイーンズ大学で学生に出された課題である。「壊れたトース
ター」と題した課題である。学生は調べてレポートにまとめて提出した。
学生からの多様な意見をICEルーブリックの表にまとめたのが次々頁
である。 
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壊れたトースター 

https://www.pinterest.com/SeaOfFreaks/toaster-obse... 
19 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1491618909/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cucGludGVyZXN0LmNvbS9TZWFPZkZyZWFrcy90b2FzdGVyLW9ic2Vzc2lvbi8-/RS=%5EADBJWnU_sbhJPeCOsRJJWQxZeK1DwU-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUTBWcTZ4TWpnd1N5QlR6Q0RKYmNJQ2ZyVzRFeFhpbEhLN2FENm0zNVE2TWhCTGt3MW9KOFZ1cS1teARwA1FuSnZhMlZ1SUhSdllYTjBaWElnYVd4c2RYTjAEcG9zAzE5BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy


ICEルーブリック（例）  
           

観点 Ideas 
（基本的な考え） 

Connections 
（つながり、関連づけ） 

Extensions 
（分析、予測、推論） 

課題 
 
「壊れたトー
スター」につ
いて調べて
自分の意見
を述べよ 
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トースターの正常に機
能していないすべて
の要素を 

トースターのどの部分が
機能していないかを示し、
それらのパーツがまだ
作動しているメカニズム
にどのように影響してい
るかを 

どの部分が壊れている
かを指摘し、それらが
まだ機能しているパー
ツにどのように影響し
ているかを示し、さらに、
トースターをどうしたら
修理できるか、そして
将来の機能不全を防
ぐためにはどうしたらよ
いかを 

特定できる。 

     関連づけることが 
 できる。 

予測できる。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This rubric was developed in response to students who approached the prof saying “Everything in my paper is right; why didn’t I get an A?” The prof wanted them to be more than just right; she wanted them to be able to do something with what they knew. Her rubric now reflects that.
Notice that there isn’t one-to-one correspondence between descriptors across Ideas, Connections and Extensions. Students are not doing more of the same thing, they are doing things differently. Notice too that success at Extensions does not presuppose success at Ideas



 
ICEルーブリックによる人材採用 
 
１）貴社はどの領域の学生を採用したいですか。あるいはどのような
領域の学生をこれまで採用してきましたか。 
２）指示されたことを従順にやるI領域の学生か。それとも、知識・情報
を関連づけて活発に活動するアクティブラーナーのC領域の学生です
か。それとも、思慮深く、省察的で応用や創造につなげられるE領域の
学生ですか。 
２）ICEルーブリックはパフォーマンス評価を示したものではなく、「領
域」を示したものであることに留意する必要がある。 
３）したがって、職種によって求める人材は違ってくる。どのような人材
を求めるか、事前にICEルーブリックを作っておくと便利である。 
 

 
２０１７年春 HRカンファレンス（２０１７年５月１８日） 21 



 
大社連携の提唱 
 １）日本における高大接続の議論には少し違和感をおぼえる。 
２）大学が議論すべできは、高校と大学の「入口」の接続ではなく、大
学と社会の「出口」の連携を考えることである。 
３）大学が高大接続に力を入れるのは、大学教員の独りよがりである。 
４）アメリカは、すべてがAO入試なので多様な学生が入学しても教員
はそれに対応できなければならない。それが大学教員としてのプロ
フェッショナルである。 
５）これは、教育とエデュケーションの考えの違いに由来する。 
６）当時に、未だパラダイム転換ができていない証である。世界は、教
育（教員）パラダイムから学習（学生）パラダイムに大きく移行している。 
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Teaching Paradigm Learning Paradigm 

出典：「パラダイム転換の未来（さき）にあるもの～２１世紀の教授、学習、大学組織を語ろう～」 
    （POD/Teikyo Collaboration Project 2015） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
http://rudysugiono.com/wp-content/uploads/2014/01/Public-Speaking1.jpg

https://emchatdotnet.files.wordpress.com/2013/12/focus-group.jpg




シンガポール・マネジメント大学 (SMU) 

１）大社連携で注目されるのが、シンガポールの大学である。日本は
これまで欧米志向であったが、これから注目されるは、アジアの中の
シンガポールの大学である。世界ランキングでは、東京大学を凌いで
いる。（詳細は、次頁の近刊予定の拙著を参照） 
２）昨年１０月に２つの大学、デューク・シンガポール国立大学医学部
とシンガポール・マネジメント大学 (SMU) を視察した。SMUは、本日の
講演の趣旨に合致している。 
３）SMU-Xというユニークな取組みがある。“X”とは何か。これは大学と
企業を結ぶ「架け橋」である。日本にもインターンシップという制度が
あるが、それとは違う。 
４）企業の担当者が大学に乗り込んで、教員・学生・企業の三位一体
でカリキュラムや共同プロジェクトを行う画期的な取組みである。 
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大社連携の合同授業の紹介 

１）拙著の中には、次頁の写真のように、「読売新聞との合同授業「ハ
テナソン」」が紹介されている。 
２）また、この合同授業の特徴は、メディアサイト社の「マイメディアサ
イト」が「反転授業」および授業後の迅速なフィードバックに活用されて
注目されている。詳細は、次々頁の写真を参照 
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（写真：「対話」を重視した授業をする読売新聞社の松本
美奈講師 帝京大学本部広報より） 
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おわりに 
１）多くの企業は、優れた人材確保に苦労している。したがって、優秀
と言われる有名校やブランド校から安易に採用する傾向がある。これ
でプロの人事担当者と言えるのか。 
２）日本の大学を改善する「秘策」は、企業にかかっている。日本の大
学が良くないと言われるが、それは企業の責任でもある。 
３）最近、タイムズ・ハイヤーエデュケーション (英国調査 ) 評価指標が
公表された。その中のTHE大学ランキング日本版２０１７の評価基準の
「４分野１１項目」があり、「３．教育成果（Outcomes）」では、「企業人事
の評判調査」が含まれていることは注目に値する。（詳細は、以下の
サイトを参照）http://hot-topic-news.com/japanese-university-rankings-
2017-THE 
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